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(2)社会科

① 基礎的・基本的事項の確実な定着

右下は、本年度の県学力調査の中学１年社会の問題（ 知識・理解 ）です 「日本国「 」 。

憲法の三原則」を書かせる、小学校６年で学習している内容で、基礎的・基本的な知識

ということができ

ます。しかしなが

ら、本問題の県の

定着率は２６．１

％、本管内におい

． 、ては２１ ６％と

１０人中２人の生

徒しか正解に至っ

ていないという結

果でした。こうした基礎的・基本的事項の定着が不十分であるという傾向は、他の学年

にも見られる傾向です。

各単元毎の基礎的・基本的事項を洗い出し、授業において指導を徹底するとともに、

今年度の本所の「 確かな学力』の定着への取組」にも位置づけています「補充的な学『

習の計画的な実施 （繰り返し指導・間違い直し 「達成感を味わうことのできる」確認」 、

テストの工夫）も有効な手だてであると考えます。また、本問題例からも言えますが、

小学校においては前学年までの既習事項の復習、中学校においては、小・中連携を考慮

したきめ細かな取組も必要です。

各学校の実態に即した基礎的・基本的事項な確実な定着のための取組の工夫をお願い

します。

② 社会科の授業改善

社会科は、課題解決的な学習を組織していくことが大切であり、その過程において、

指導方法の工夫改善が求められます。次頁からは、小・中学校の教育課程研究協議会の

資料です。本資料を参考に、社会科の授業改善を進めていただければと思います。

平成２６年度の県学力調査結果から見える社会科の課題として、大きくは２つの課題

が指摘されています。１つは、基礎的・基本的事項の定着が不十分であること、２点目

、 、 、 。は 資料をもとに社会的事象の意味や特色 関連性等について考え 表現することです

観点としては 「知識・理解 「思考・判断・表現」と言えます。、 」

基礎的・基本的事項の確実な定着なくして 「思考・判断・表現」の能力を伸ばすこ、

とは難しいと考えます。まずは、日々の授業等における基礎的・基本的事項の確実な定

着を図っていきましょう。






